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資料１

１．評価の目的

２．評価スケジュール

期日 区　分

6月 担当課による内部評価

7月26日 第１回総合計画等評価委員会

8月 外部評価委員による外部評価

9月20日 第２回総合計画等評価委員会

9月27日 9月定例課長会議

10月 ホームページ等により公表

３．評価シートの見方
区分

評価方法

内部評価

＊内部・外部評価は、平成29年度実績に対する評価です。
＊総合計画、総合戦略の指標（ＫＰＩ）に対する評価は最終年度の
　平成32年度になります。

　白馬村第５総合計画・総合戦略では、ＰＤＣＡサイクル実現のために役場職員による内部評価、住民によ
る外部評価を実施し、評価を公表します。

平成30年度白馬村第5次総合計画・総合戦略評価について

庁内情報共有

備考

出納閉鎖期間修了後、評価コメント

評価の進め方について

５段階評定平均点及び評価コメント

評価とりまとめ

内容
総合計画、総合戦略の指標（ＫＰＩ）に基づく内部評価、外部評価

担当課による実績値報告と自己評価コメント

委員による５段階評定の平均点及び評価コメント

5　期待した成果

4　概ね期待した成果　

3　半分程度の成果

2　現時点では成果がみられない

1　ほとんど進んでいない

外部評価

総合計画、総合戦略の重要業績評価指標（ＫＰＩ）を内部（役場）と外部（住民）がＰＤＣＡサ

イクルに基づき、事業進捗状況を確認するため、毎年度評価を実施します。
○白馬村第５次総合計画 ２１ページ ３．総合計画の推進より

開かれた村政と住民参画の推進を村政運営の基本とします。計画期間中は、事業の達成度や時代潮

流の変化を確認するために、計画が進捗しているかの検証を行うための組織の設置、コーディネーター役

の配置、ＰＤＣＡサイクル仕組みの構築などを行い、随時点検と見直しを行います。

○白馬村総合戦略 ３１ページ （６）ＰＤＣＡサイクルの確立

「まち・ひと・しごと創生」を実現するためには、ＰＤＣＡサイクルを確立することが必要不可欠であり、重要

業績評価指標（ＫＰＩ）の設定により、効果の検証を行い、必要に応じ見直しを図ります。

○「ＰＤＣＡサイクル」とは

事業の管理業務を円滑に進める手法の一つ。

Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Act（改善）の 4 段階を繰り返すことによって、業務を継続的に

改善する仕組みを言います。

執行(Do)

計画に沿って事業を執行

見直し(Action)

課題を踏まえて見直し今

後の展開方向を確定

計画(Plan)

改善策を具体化して次の

計画を策定

評価(Check)

執行結果を評価し課題を

検証

～ＰＤＣＡサイクルの概念図～
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基本目標 大分類 中分類 小分類 主管課 指標

H26

2014

基準

H28

2016

H29

2017

H30

2018

H32

2020

目標

H30内部評価コメント
H30

外部評価
H30外部評価委員コメント

【参考】

H29

外部評価

行政区加入率 52% 52% 71% 80%

29年度は集落支援員、各区と協力し、世帯数・加入数の

調査を行い、加入率を精査しました。30年度に町村会弁

護士に法律相談を実施し、共益費等に関するアドバイスを

受けました。また今後集落支援に関し、創業塾を受講予定

です。

3.4 2.8

地域づくり事業補助金活用地区 30 27 28 30 全地区が活用ししていだけるよう事務を支援します。

行政区の継続的

な活動の支援

総務課・農政

課・

健康福祉課

集落支援員数 0 0 2 3 2

小規模集落支援が中心ですが、地区懇談会では普請の

お手伝い等、非常に助かっている旨の意見をいただきまし

た。動向を踏まえ増員しました。青鬼地区では観光客とのト

ラブルの減少につながっています。

住民活動・NPO

等の支援
総務課 - （後援） （後援） - -

イベント開催等、方向性が合致するものについては後援しま

した。今後ふるさと納税を活用した支援に取組みます。

白馬村行政HP PV数

60,000

→

288,35

8

178,105 170,111

70,000

→

200,000

26、28年度実績値、32年度目標数値修正しました。26

年度は神城断層地震による影響が大きな要因です。

30年度は公式ホームページを一新し、情報発信・利便性

の向上を図ります。

3.4 3.3

行政FB いいね！数 ー 803 1086 1,000

目標値は達成しました。毎月10件以上の投稿を目標とし

て、速やかな情報発信と村政に興味を持ってもらうように努

めています。

ユーテレ白馬加入件数 1,906 1,998 2,025 2,100
指定管理者や番組審議会と連携し、番組の魅力向上に

努め、目標数到達の前倒しを目指します。

意見交換の場づく

り
総務課 - （30地区）（30地区） - -

地区懇談会（30地区）や集落支援制度を活用し地域

の声を村政に生かします。29年度は先進的に外国人住民

の区加入を勧めている地区を参考にHPの充実を図りまし

た。30年度は地区懇談会の意見を参考に将来に向け集

落支援に関して職員が創業塾を受講します。

人口 9,050 9,156 9,028 9,000

官民協力し、村の魅力向上に努め人口維持、増を図りま

す。行政としては地域おこし協力隊を活用し、移住政策に

取組みます。

3.5 3.5

人口の社会増数 111 129 170 111

官民協力し、村の魅力向上に努め人口維持、増を図りま

す。29年度実績値は外国人の転入増加が大きな要因で

す。30年度に移住交流のための地域おこし協力隊を採用

し移住施策に取組むとともに創業塾を受講します。また移

住セミナーに参加し、おためし移住に取組みます。

地域おこし協力隊員数 0 5 7 10
各課、業務内容研究し、定住に繋げるような工夫が必要

です。

移住イベント出展回数 0 1 2 2
北アルプス広域との広域連携を含めて白馬村だけでなく、

圏域への魅力を創出しています。

多文化共生 総務課 意見交換会開催回数 1 1 1 2

マナー条例の検証と連携しました。庁内英語表記や封筒に

ついても英語表記を行うことが必要です。定期開催するよう

にします。

ふるさと白馬応援し隊員数 50 65 70 70

目標値は達成しました。会員数は増加傾向ですが、メルマ

ガ、その他媒体、イベント等を通じ隊員、白馬ファン増を図り

ます。

隊員主催イベント回数 0 0 1 1

隊員の提案を受け村内で交流会を開催しましたが、隊員

主催イベントは難しいのが現状です。今後、ホームぺージを

改善し、隊員意見を聞く工夫や隊員の情報発信に取り組

みやすい環境を構築します。

地域支え合い支

援

健康福祉課・

総務課
支え合いマップ作成地区 17 17 19 30

作成に関する講習会の継続開催と並行して、人口減少や

少子高齢化に対応した支援のしくみやあり方について研究

を進める必要があります。

2.9 2.8

防災・災害情報の

伝達
総務課 防災アプリ構築 0 0 方針決定 構築 1

現在の防災行政無線の更新と併せて、今後の最適な導

入方式について現在検討中。次期防災情報配信システム

においては、災害発生時や緊急時に防災情報を迅速・確

実に伝達するとともに、暮らしに役立つ地域情報を発信でき

る基盤を構築したいと考えます。

消防団協力事業所数 6 6 6 6 10 村内の事業所に、広報紙等を活用し告知します。

消防団員応援ショップ登録店舗数 － 7 7 20
関係機関と協力し店舗数の獲得に努めるとともに、魅力あ

る事業展開に向けた検討を行います。

自主防災組織 総務課 自主防災組織設立地区数 26 26 26 26 30 未設置の地区に区長会議等で周知します。

村全体の防災への

取組み
総務課 地震総合防災訓練等参加者数 120 98 98 240

自主防災組織等との連携のもと、防災力向上に繋がる訓

練実施に努めます。また、増加する外国人住民にへの趣旨

説明等訓練の周知を図ります。

治山治水（国

庫、県単関係）

建設課・

農政課
-

（治山要

望6件）

（治水砂

防要望3

件）

砂防13

件

治山8件

砂防7

件

治山8

件

-

【建設課】新規の砂防施設、既設施設の修繕、砂防施設

の有効利用等　砂防施設の充実に関する要望を長野県

姫川砂防事務所へ毎年実施しています。

〔農政課〕震災時に発生したものが主であるが継続して要

望しています。蕨平のホテル裏は、29年度に保安林指定の

申請を上げ、指定され次第平成30年度から治山工事に

着手する予定です。

もてなしの村づくり 総務課 - (周知) （アンケート） - -

マナー条例効果を検証し、官民で常にもてなし、快適な村

づくりを図ります。29年度はマナー条例の検証を行いまし

た。

3.5 3.4

地域防犯力の向

上
総務課 刑法犯罪認知件数 79 74 94 50

大北防犯協会連合会、大町警察署、白馬交番等関係

機関と連携し、防犯対策を行い地域や家庭における防犯

思想の普及を図ります。また、近年外国人観光客の増加

により迷惑行為が多発しているため、関係機関と連携しマ

ナー条例の推進を図ります。

交通安全の推進 総務課 交通事故発生件数 34 34 42 25

白馬村交通安全協会、大町警察署、白馬交番等関係

機関と連携し、交通安全対策を行い、地域や家庭におけ

る交通安全思想の普及を図ります。

村内の移動手段

の確保

総務課・

健康福祉課・

観光課・教育課

- （公共交通会議） （公共交通会議） （公共交通会議） -
30年度に地域公共交通網形成計画を策定します。検討

委員会５回開催予定です。

生活と観光と医療

のための道路整備
建設課 インフラ長寿命化点検済施設数 12 23 72

113→

107

H29年度にて２m以上の橋梁点検が完了しました。また

橋梁の長寿命化計画を策定し、成果を達成しました。これ

から計画に沿って橋梁修繕事業を実施し、長寿命化を図り

ます。

目標数の見直しました。現場踏査の結果、橋梁定期点検

要領による２m未満の橋梁は対象外の為、減としました。

村営住宅戸数 16 12 30 30
34→

30

28年度に18戸を新設しました。適正な維持管理に努めま

す。森上旧JR官舎3戸、沢渡旧教員住宅1戸を除外した

ため、管理戸数が減少しました。

長寿命化が必要な村営住宅戸数 16 12 12 6 0
29年度に森上団地の耐震化が完了しました。引き続き白

馬団地について、現状把握に努め適正化に努めます。

・区加入によるプラス・マイナスを考える必要ある。

・大変なことより、行政区中心に行っている生活

上のことを広く考えることも必要。

・区への補助事業の根本的見直しによる軽減対

策を。

・区加入を行政で指導願いたい。

.行政区加入率が大幅に増加しており、取り組み

の成果といえる。

・集落支援員の効果がみられるので、今後も増や

していくと良い。

・行政区加入率を上げるため、区役員等のさらな

る活用を期待する。

・集落支援員の存在と活動内容がもっとメジャー

になれば、更に増員し、高齢化する小規模集落

の支援になるのではないか。

・集落支援に関しては、空き店舗及び後継者不

足の地域に対して、事業者・移住者とのマッチング

の機会を提供は如何か。また、移住者に補助や

メリットになる施策を準備し、利用には行政区加

入を条件として付帯し、行政加入率を上げるべき

かと思う。

・区、村を盛り上げるためにも年代を超えた意見

交換の場があれば良い所を拾い上げられるので

は。

・広報はくばの発行体制の改善を。

・ユーテレ全戸加入を目指すべき。

・なるべく多くの人から聞いてほしい。

・HPは伸び悩んでおり、FBの方が今後の可能性

が高い。その点を考え、情報発信に努めてほし

い。

・行政と区とのさらなる交流に期待する。

・HPやFBは限られた人しか活用しないので、防

災情報と併せて行政無線充実を図れないか。

・行政運営の方法に関して透明性がない部分が

多くあるように感じる。開示できない情報があるの

は致し方ないが、現状の行政の方針や方向性が

村民に伝わっているかに疑問。情報発信の目標

や達成数が開かれた行政運営に繋がっているの

か疑問。

・村民のできることは村民にまかせる。

・小谷村は工事や計画等を地元NPO等にまかせ

ている。

・移住に対する具体的取り組みがまだ不足してい

る。移住希望者の要望に応えられる窓口の設

置・充実に取り組んでほしい。

・人口減は自然体ではあるが白馬の良さ等あら

ゆる方法で減に歯止めをかけるように考えてほし

い。

・現状の白馬村の状況は、知名度の為か移住者

が良く集まっているようにも見受けられるが、実態

が分からない。また、他地域の定住移住施策は、

補助金や首都圏での情報発信などかなり力を入

れているように思われる。また、定住者の方が定

着できる様な取り組みも必要であると思われる。

・住民の防災、減災意識の向上に向けた取り組

みに工夫が必要かと思う。

・行政と村民のさらなる協力に期待する。

・個人希望者に対しメール配信サービスの活用

を。

・移住者の増加に伴う防災・減災の強化も検討

してみてはどうか。区に加入して頂く事とも関連す

るが、本来防災は地域が一体とならなければ成

果が出にくいものと思われる。

・外国人観光客へのマナーのお知らせと白馬なら

ではのおもてなしがあれば良い。

・車の使いやすい交通体系なのか。住む人が良

いと思う交通体系か理念を整理する必要を感じ

る。

・道路整備のさらなる強化と白馬ならではの村づ

くりに期待する。

・犯罪や交通事故が目標に対し増加傾向にある

のは安心安全な村づくりでは不安材料。今まで

以上の対策が必要。

・日常の住みよさは、時代の変化及び年齢層に

よって変化するため対応が難しいことは理解ができ

る。しかしながら、一定の基本は変わらないと感じ

られるため、基本部分の底上げを充実して行く方

向性が良いと感じられる。個々要望に応えていて

は、改善は見込めないと思われる。条例等で規

制することは、かえって住みにくさを助長しかねな

い。

暮らし＿安心し

てみんなが暮らせ

る村

村外の白馬ファン

の活用
総務課

総務課消防団活動

安全な住宅の提

供

建設課・

総務課

住民参画と協働

開かれた行政運営

多様な人々の交

流・共生

多様性を尊重し、住

民が主体的に共生・

協働する村づくり

安心・安全の生活を

支える村づくり

防災・減災の強化

日常の住みよさの

確保

行政区の主体的

な取り組みの支援
総務課

行政情報の発信 総務課

移住・定住の促進 総務課

1 / 5 ページ
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基本目標 大分類 中分類 小分類 主管課 指標

H26

2014

基準

H28

2016

H29

2017

H30

2018

H32

2020

目標

H30内部評価コメント
H30

外部評価
H30外部評価委員コメント

【参考】

H29

外部評価

まちづくりマスタープ

ランによる土地利

用計画

建設課 - （打合） （打合） - -

松糸道路・道の駅建設により導線が大きく変わるため、進

捗を見定めて計画します。29年度は都市計画道路の見

直しについて県と打合せを実施しました。

地籍調査の推進 農政課 地籍調査済面積（ha） 765 8 20 10 848
29年度から引き続き、住民要望の高い地区の調査を実施

しています。

合計特殊出生率 1.19 0.87 0.9116 1.30

出生率は前年度比で微増していますが、低下傾向といえま

す。要因の分析とともに、定住促進・子育て支援等分野と

の連携を図り、出生率の向上を図ります。

3.5 3.9

妊婦基本健診受診率 97.1% 97.5 100 100% 全員の利用が図れています。

不妊治療費助成件数 4 8 8 4
利用者数は横ばいです。平成30年度から不育症へも対

応できる対象者を拡大しました。

平日夜間救急医療事業箇所数 1 1 1 1
大北医師会の協力により、週6日稼働。利用の活用を図

るため、より一層の周知が必要です。

大北圏域産科医数 1 1 1 1
市立大町総合病院の産科が継続できるよう広域的に働き

かけを継続します。

"なかよし広場"利用者数 1,764 1,664 1,656 1,850
親同士・子ども同士の交流を推進するため、魅力ある事業

を実施するとともに、一層周知を図っていきます。

"自由利用"利用者数 1,119 940 633 1,200
利用しやすい環境を整えるとともに、園庭の遊具を計画的

に更新します。

子育て支援センター相談件数 44 52 46 60

子育て世代包括支援センターの開設に伴い、相談しやすい

環境づくりに努めます。また、子育て世帯の抱えている、課

題に対応できるように、相談スタッフは研修等に積極的に参

加します。

健康福祉課 小児インフルエンザワクチン助成 － 334 591 985 平成29年度より対象者を中学生まで拡大しました。

子育て支援課
子育て家庭優待パスポート協賛店舗

数
20 26 26 24

目標数値達成。今後も登録数が増加し、更に利用しやす

くなるように推進します。

休日保育利用者数 213 259 234 250

出生数の減少により利用者数も減少する可能性がありま

すが、観光関連事業に携わる方が多い本村では、継続す

る必要が有ると考えます。

放課後児童クラブ利用者数 351 464 432 470
共働き世帯が多い本村において、必要な事業であると考え

ます。利用促進に向けた周知活動を継続して行います。

障がい児支援 健康福祉課 児童通所給付利用者数 90 137 178 100

教育機関等との連携による事業所が周知されてきたことに

より利用者が増加しました。必要な者がサービスを確実に利

用できることを重視します。

障害福祉サービス利用者数 40 43 46 55
必要な者がサービスを確実に利用できることを重視します。

全利用者の計画相談を基に必要なサービスを実施します。

3.6 3.9

共同生活援護支給決定者数 7 13 15 17
必要な者がサービスを確実に利用できることを重視します。

希望者の要望現状に合わせ支援します。

地域移行支援利用者数 0 0 0 1

必要な者がサービスを確実に利用できることを重視します。

病院、施設等と連携し希望者の現状把握に努めていきま

す。

日常生活支援用具給付件数 160 157 178 180
必要な者がサービスを確実に利用できることを重視します。

希望者の要望現状に合わせ支援します。

日中一時支援事業利用件数 209 540 472 300
29年度は減少しましたが、必要とする者は利用できていま

す。希望者の要望現状に合わせ支援します。

法定雇用率達成企業数 0 0 1 1
1社が法定雇用率を達成しました。引き続き、障がい者の

就労に関する理解が必要です。

障害者優先調達推進法調達額 360,960 352,440 351,760 400,000 取扱品目の拡大を働きかけます。

権利擁護の体制

づくり
健康福祉課 成年後見制度利用支援事業 0 0 0 1

成年後見制度の利用はありますが、本事業の該当者はあ

りません。

居宅生活動作補助用具支給件数 1 1 1 3 必要とする者は利用できています。

地域福祉総合助成事業住宅改修件

数
2 2 1 3 必要とする者は利用できています。

通訳者派遣利用回数 10 27 17 17
29年度は減少しましたが、必要とする者は利用できていま

す。希望者の要望現状に合わせ支援します。

介護予防取組みグループ数 19 19 22 24 新規に介護予防活動を行う団体が３団体増加しました。
3.5 3.8

介護予防事業参加者数 5,839 6,903 6,836 7,000
様々な機会を用いて、介護予防の啓発を行いました。高齢

者の集いの場にもなっています。

地域ケア会議開催回数 6 6 6 6
介護、福祉に関わる多職種の参加により、地域の課題等

の検討を行いました。

配食サービス食数 1,693 2,688 2,513 2,000
地域包括支援センター及びケアマネジャー等がサービス利

用の必要性を判断し、速やかに利用に結びつけています。

乗合タクシー利用者数 7,729 7,855 6,898 8,100

冬期（12月～３月）の乗客数は前年度を上回ったもの

の、冬期以外の乗客数は軒並み減少しました。

アンケート調査の結果及び運行実績に基づいて運行内容

を検証し、運行内容や体制、システムの最適化に取り組み

ます。

白馬シニアクラブ会員数 964 997 1,152 1,000
新たに３つのシニアクラブが立ち上がり、活発な活動を展開

しています。

シルバー人材センター登録者数 639 640 609 700

入会説明会を定期的に開催していますが、62名の新規加

入に対して63名が退会したため、前年度比で１名の減少

となりました。

認知症対策・権利

擁護の推進
健康福祉課 認知症サポーター数 638 644 730 1,000

小学校4年生に対し、認知症サポーター養成講座を開催

しました。

特定健診受診率 47.1% 53.5 55 60.0%

28年度の確定値数は53.5％。29年度数値の確定は11

月。現在の概算値は55.4％で、徐々に増加しています。

目標値達成に向けて、引き続き受診勧奨を行っていきま

す。

3.6 3.8

特定保健補導指導率 73.3%
H30.11

月確定

H31.11

月確定
75.0%

実績値確定は1年遅れとなります。27年度の確定値数は

66.7％。28年度は11月に確定します。目標達成を目指

します。

食育の推進
健康福祉課

教育課・農政課
食育ボランティア登録者数 22 27 29 30

【健康福祉課】徐々に登録者は増加しています。第2期食

育計画に基づき登録者の増加を目指します。

【農政課】農業や地場産品に親しむことを目的に小学生ま

での子どもと保護者を対象としたｱｸﾞﾘｽｸｰﾙを開講しました。

平日夜間救急医療事業実施日数 289 288
H30.7月

確定
維持

大北医師会の協力により、週6日稼働。開設から10年以

上が経ち、大北地域の初期救急における一定の役割を果

たしています。

平日夜間救急医療事業患者数 522 593
H30.7月

確定
維持

（平成30年７月総会で実績がでます）利用率も増加傾

向です。

在宅当番医制度事業実施日数 285 214
H30.7月

確定
維持

大北医師会の協力により北部・中部・南部の三ブロック制

により、休祝日・年末年始（北部地区は7月末～9月初

旬の土曜日含む）の緊急救急医療体制を確保できていま

す。
在宅当番医制事業内科数 3 3 3 3 3 同上

在宅当番医制事業外科数 1 1 1 1 1 同上

在宅歯科当番医事業実施日数 75 74
H30.7月

確定
維持

年間74日の休祝祭日・年末年始の緊急救急歯科医療

体制を確保しました。

スキー傷害診療実施日数 42 41 41 維持

冬期間の土日・年末年始・祝祭日に実施。北部地域のス

キー傷害緊急救急体制を確保できている。外国人も対応

しています。

スキー傷害診療患者数 1,274 1,284 1,298 維持 同上

個人番号カードの

普及及び活用によ

る住民サービス向

上

住民課 個人番号カード交付率 - 7.06% 8.50% 20%

窓口で手続きに来庁された住民に対し、個人番号カード申

請の案内をしています。また、広報紙等を通じて、個人番号

カードの利便性・必要性を周知し、今後も継続し交付率増

加を図ります。

2.8 3.4

広域ネットワークの

構築
総務課 - （2回） （2回） - -

広域情報部会において今後のあり方について研究していま

す。

情報通信環境の

整備・活用
総務課 - （SC準備） （SC実施） - -

進化する情報機器や外部からの脅威に対し、国県の指導

に基づきセキュリティー対策等随時実施しています。

・個人番号カード交付等の目標値達成は難しい

が、その必要性をさらに周知する努力は必要。

・外国人観光客へのマナーのお知らせと白馬なら

ではのおもてなしがあれば良い。

・車の使いやすい交通体系なのか。住む人が良

いと思う交通体系か理念を整理する必要を感じ

る。

・道路整備のさらなる強化と白馬ならではの村づ

くりに期待する。

・犯罪や交通事故が目標に対し増加傾向にある

のは安心安全な村づくりでは不安材料。今まで

以上の対策が必要。

・日常の住みよさは、時代の変化及び年齢層に

よって変化するため対応が難しいことは理解ができ

る。しかしながら、一定の基本は変わらないと感じ

られるため、基本部分の底上げを充実して行く方

向性が良いと感じられる。個々要望に応えていて

は、改善は見込めないと思われる。条例等で規

制することは、かえって住みにくさを助長しかねな

い。

・2人目、3人目を望む夫婦が、１人目の子供の

負担が少なく安心して出産できる環境づくりが必

要と考える。

・子育て、出産に関する各種サービスを広く伝える

必要がある。

・「利用者数」の減少に関しては、内容の分析が

必要。絶対数（子どもの）が少なければ仕方が

ないが、利用に関する壁があれば除く必要があ

る。

・子育て支援に手厚い支援を期待したい。

・休日保育や児童クラブは、今後も利用者が増

加して行くと思われるので、安全な運営の為にも

対応人員の確保も視野に入れて行くべき。

・サービス利用のしやすい村づくり、意見を言いや

すい村づくりを期待します。

・障がい者へのきめ細かい対応が欠如していると

思われる。

・おおむね成果が得られている。よりきめ細かい支

援を検討してほしい。

・行政・村民が一体となり、支援を強化したい。

・支援は順調に成果が出ていると感じる。しかし、

一歩進んだ取組が無いようにも感じる。簡単なこ

とではないが、村独自の支援などを計画してはどう

か。

・地域、村の活動に、気持ちがあっても利用でき

る交通手段が不充分である。

・高齢者も含め、日常の活発な楽しみのための、

利用しやすい交通手段が不可欠。

・各地域に気軽に集える場所の確保を。

・シニアクラブの活動に期待したい。

・乗合タクシーの利用者減に関しては分析が必

要。シニアクラブの会員数増を考えれば、元気な

高齢者が増えている結果ともいえる。弱者としての

扱いだけではなく、元気な高齢者の活動支援が

必要。

・シニア層が増加する対策を進めることに期待す

る。

・高齢者の方が増加する中、支援も順調に推移

していると感じる。しかし、他地域の例を見ると高

齢者向けのサービスを事業として、行政支援を受

けながら、民間事業者が実施している地域も見

受けられる。対価を払ってでも質を向上させたい

方もいるようにも見受けられるので、サービスの多

様化も検討すべきかと思う。

・検診率が徐々に増加しており努力の成果が得

らている。今後の活動に期待する。

・全てに於いて積極的に推進することを期待す

る。

・健康づくりに関しては、個々の問題も出てくる為

評価がしにくい。地域医療の充実に関しては、費

用が莫大なものであるため、一朝一夕にはことは

運ばない分野であるが前向きに進めて欲しい。

安全な妊娠・出産

への支援
健康福祉課

健康福祉課

安心して産み育て

ることができる医療

体制の維持・充実

子育てに関する交

流や相談の場づく

り

子育て支援課

子育て家庭への経

済的支援

子育てと仕事の両

立支援
子育て支援課

人にやさしいまちづ

くりの推進

健康福祉課・

建設課・総務課

地域包括ケアシス

テムの構築
健康福祉課

生活支援サービス

の体制整備
健康福祉課

高齢者の生きがい

づくり

安心・安全の生活を

支える村づくり

日常の住みよさの

確保

子育て支援

高齢者福祉

支え合う福祉と健康

の村づくり

健康づくりと地域医

療の充実

自立的・効率的で健

全な行財政の村づく

り

情報通信技術の活

用

障がい者支援

健康福祉課

健康福祉課・

住民課

生活習慣病予防

の推進

地域医療体制の

確保
健康福祉課

地域における自立

生活の支援
健康福祉課

健康福祉課
社会参加の促進と

就労支援
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基本目標 大分類 中分類 小分類 主管課 指標

H26

2014

基準

H28

2016

H29

2017

H30

2018

H32

2020

目標

H30内部評価コメント
H30

外部評価
H30外部評価委員コメント

【参考】

H29

外部評価

市町村職員研修センター研修受講者

数
32 46 26 60

積極的に職員は受講していますが、29年度は他の会議等

と重なり参加者が減少しました。このほか庁内の全体研修

を3回実施しました。

3.3 3.9

大北圏域相互乗入研修回数 - 11 17 15
さらに大北圏域内の市町村と連携し互いに能力の向上を

図るため、研修の種類を増やしていきます。

財政計画の策定と

財政状況の分析
総務課 - （台帳整備） (統一的基準の財務四表） - -

28年度に固定資産台帳を整備しました。それに基づいて

29年度から統一的な基準による財務四表を作成していま

す。

実質公債費比率 11.8% 10.00% 9.40%
12.0%

未満

29年度数値は、速報のため修正の可能性あります。

29年度決算までは順調に下がっていますが、26災害復旧

に係る起債等により、今後増加となる見込みです。

将来負担比率 22.9% 28.3 36.20%
30.0%

未満

29年度数値は、速報のため修正の可能性あります。

29年度は起債の借り入れが増え、起債現在高の増加に

伴って、増加傾向となっています。

税務課 ー - 97.6％ 97.8 98 -

＜村税収納率の向上＞

村税等滞納整理基本方針に沿った債権管理の実施しま

す。

また、「月間目標」として、月ごとに重点的に取り組む税目

や強化内容を掲げ、計画的に徴収業務を遂行していきま

す。

　村税現年分収納率

　　29年度実績97.8％（目標98.0％）

　　30年度目標98.0％

公有財産管理 総務課 - （管理計画策定） （個別計画策定） （個別計画策定） -

今後、28年度に策定した公共施設等総合管理計画を見

直し、個別施設管理計画等により、施設の長寿命化、効

率化を目指します。また、未利用財産の活用を進めます。

白馬連峰への眺

望の魅力最大化

観光課・

建設課・総務課

観光入込数（通年）　目標値（H31）250万人

観光入込数（4～11月）　目標値（H31）120万人

外国人観光客延宿泊数　（H31）100,000泊

- （随時） (FWT) - -

地方創生交付金のＦＷＴ白馬大会の指標を加えました。

29年度は天候不良により大会開催はできませんでしたが、

世界へのアピールはできました。

3.4 3.0

核となるスキー場と

宿泊拠点の再生
観光課

ウィンターシーズン(12-3月)

観光客数（万人）
100 88 98 130

降雪・インバウンドが順調でした。日本人客の減少が見られ

ます。過去の実績値を訂正しました。

国際リゾートに相

応しい受入環境整

備

観光課・総務課 HAKUBA VALLEY Wi-Fi 整備箇所 0 7 7 8 予定箇所終了しました。

魅力の多様化に

向けたコンテンツ創

出

観光課
グリーンシーズン(4-11月)

観光客数（万人）
113 100 117 120 新たにグランピングの取組みを支援します。

観光業の活性化・

平準化による安定

的な雇用創出

観光課 - （5件）
未来投資

事業開始
- -

観光局、企業と連携のうえ、活性化、平準化を目指しま

す。29年度から地域未来投資促進枠での事業が開始さ

れました。

スポーツ観光客数（万人）
101.5→

104.0

94.4→

91.4
101.1 113.6

実績値は観光課の目的別観光客推計（１－12月）の

登山とスキーを使用しましたので、過去の実績値を変更しま

した。早い時期の降雪に恵まれました。

白馬ジャンプ競技場リフト乗車人数 74,061 49,341 56,948 83,000
大会や、改修などで客足が遠のいてしまいました。広報やイ

ベント使用で、村外にアピールし増加を目指します。

スノーハープクロスカントリー大会出場者

数
2,121 2,393 2,370 2,300

広報、運営の充実により参加者2,000人以上で安定して

います。大会の方向等を考え、更なる増加を目指します。

FISサマーグランプリジャンプ大会来場者

数
6,580 5,880 13,390 7,300

大会運営の形態の変更、地元観光協会の運営見直し等

を図り、イベントの定着化が図られてきました。

スノーハープマウンテンバイク大会参加

者数
280 809 733 310

大会運営の形態の変更、地元観光協会の運営見直し等

により増加しました。

観光施設の維持

管理
観光課 - （随時パトロール） （随時パトロール） - -

村営天狗山荘雪害による大規模損壊により、復旧に向け

た修繕工事を実施。

広域観光の取り組

み
観光課 - （随時打合） （随時打合） DMO化 -

ハクババレーと随時打合せを実施し、DMO化等広域観光

に取組みます。

三市村、ゆう浪漫、日ア、北ア日本海等各種枠組みの中

で広域観光の推進を図ります。

耕作放棄地面積(ha) 15.8 11.4 9.2 9.2 10.0

転用件数の増加と維持管理農地は耕作放棄地に含めな

いことが減少の要因となっています。農業委員による農地パ

トロールを継続して実施します。

3.3 3.6

多面的機能支払交付金取組面積

（農地維持）(ha)
404.64 404.64 404.41 404.41 410.00

各組織について前年同様、農地維持のための協同作業活

動を行うことができました。

農業施設の維持

管理
農政課

多面的機能支払交付金対象面積

（長寿命化）(ha)
315.09 366.69 366.46 366.46 400.00

対象農用地面積を精査した結果、農地転用により宅地に

変更されている土地が見つかったため、適正な面積に修正

するよう指導し修正を行いました。

ほ場整備の推進 農政課 新規地区（北城）（ha） - （4回） 40.8 40.8 30

平成29年2月に地権者総会を経て実行委員会が立ち上

がりました。平成30年度から県営経営体育成基盤整備事

業として整備していきます。実行委員会、県と連携して事業

を推進していきます。

農業機械等購入補助件数（累計） － 8 7 5 30
大型機械の老朽化が目立ち、30年度は既に予算額に達

した状況です。

認定農業者への農地利用集積面積

（ha）
359 395 399 400 着実に集積率が進んでいます。

認定農業者数 24 25 27 28

新たに１組織、１個人が認定農業者となりました。長野県

と連携を取りながら認定新規就農者のバックアップ体制を

図っていきます。

就農体験の機会

づくり
農政課 - （6回） (4回） - -

ｱｸﾞﾘｽｸｰﾙ6回開講を計画し雨天のため２回中止となりまし

たが11組の親子が参加しました。また、市民農園の貸出を

継続して行っています。

有害鳥獣対策 農政課 農産物被害額（万円） 104.8 56.8 64.3 78

国庫補助を活用した、長距離電気柵の防除効果が高く被

害は一時より減少してきていますが、電気柵未実施のほ場

に被害が出て来ています。今後も被害防止に向け電気柵

による防除や有害鳥獣駆除実施隊による有害鳥獣捕獲に

取り組みます。

米の品質向上・ブ

ランド化
農政課 白馬産ブランド米生産農家数 - 5 7 9 10

白馬村独自の基準により作付を指導し、29年度は2農家

が新たに取り組みました。

3.0 3.3

紫米消費量（t） 6 7 7 8

ほぼ前年と同消費量でした。また、白馬村振興公社では紫

米を使用した新たな商品（土産品）を作成し、販売して

います。

特産品栽培面積（ha） 7 7 8 10 徐々にではあるが面積が増えています。

地場産品売上高（万円） 2,041 1,933 2,069 2,500 道の駅直売所のみの売上。村全体では増見込みです。

地産地消認定者 - - (アンケート） 25

地産地消の推進を図るため、宿泊施設にて地場産の農産

物を提供ができるよう、村内宿泊事業者のアンケート調査

を行いました。平成30年度では、地場産を利用したと希望

のあった宿泊事業者をモデルに宿泊事業者と生産者の農

産物の利用推進を図っていくこととしています。この取組みを

基本に、地産地消認定を進めます。

道の駅建設と地域

経済循環システム

の構築

農政課・観光

課・

総務課・建設課

新しい道の駅 - （2回） （採択） 1
28年度国交省と打合を行い、29年度は先導的官民連

携調査事業に採択され、調査事業を実施しました。

森林整備地域活

動支援
農政課

森林整備面積（公共造林事業）

（ha）
5.1 2.4 4.58 13.46

60→

40

森林づくり県民税を活用した事業による緩衝体整備と、29

年度より地域協議会による森林整備を行いました。（平成

29年度までの整備面積累計12.08ha）

【目標値の設定変更理由】

森林整備の受け手の一組織となる大北森林組合が補助

金不正受給問題により、森林整備をすることができなかった

が、29年度から補助事業を再開できるようになりました。し

かし、職員退職等により組織内の体制が整わず、思うように

事業を進めることができずにいるため、森林整備が進まない

状況にあります。

2.6 2.7

森林資源とふれあ

う機会の創出
農政課・観光課 - （5回） （5回） - -

【農政課】大北植樹祭や緑の少年団交流会、木流川観

察会を通じ、森林に親しむ機会を提供しました。29年度は

5回実施しました。

商工振興 観光課
小規模事業者経営改善資金

助成金額（万円）
108 112 140 162 順調に推移しています。

3.5 3.5

・研修内容の職員への伝達を期待します。共有

が大事。

・災害時に対応できる自由財源の確保を。

・研修への参加は今後も積極的に行ってほしい。

研修の日程を早く把握し、会議等と重ならないよ

う調整してほしい。

・さらなる行政改革の推進に期待する。

・公平課税と徴収率向上を。

・支出をより低く抑えることに関しては良いかと思う

が、必要な投資まで抑えては発展的な計画には

ならない。支出を見極め効果を検証する方法を

検討願う。

・白馬でオリンピックが開催されたことを知らない年

代が増えている。スキー、登山ともに広い年代、

外部への益々のアピールを期待する。

・滞在時に地域文化を鑑賞、体験できるプランの

創造を。

・FWTに今後も期待したい。天候の問題は白馬

に限らず世界中どこでも同じ。開催できる場所とし

てのアピールが大切。

・観光局、観光課、民間企業などの連携に期待

する。

・DMOを進めてほしい。

・スノーハープをもっと利用すべきだ。

・宣伝はするが整備は人任せが多すぎる。

・グリーンシーズンの観光客増への取組が少しずつ

効果を表している。各方面の意思を吸い上げ、

効果的な支援のあり方を今後とも検討してほし

い。

・白馬の良さ、通年営業に足りない部分を考える

こと。

・何をもって観光地経営とするのかが認識しづら

い。競争力とは何と競い合うことなのか、持続可

能性とは何を意味するのか。世界水準・競争力・

持続可能性は誰を主役としたものなのか。行政・

事業者・個人がバラバラになっているように見受け

られる。

・農業主体だけの考えでなく観光関係者も参加

した地域、土地の活用を。

・認定農業者の育成が必要。

・農地転用に関しては、その内容、状況等を正確

に把握し、農地の保全と景観の保全に注意を

払ってほしい。

・農地改革のさらなる検討に期待する。

・優良農地の保全は重要であり、観光資源として

の活用できる村の財産である。農地の保全は引

き継付き実施して頂きたいが、農地の運用に関し

て、もう少し踏み込むべきであると考える。保全に

有効な手段として、下記の項目にもあるようなブラ

ンド化などの農業生産者の収益向上、農業就労

者の増加が考えられるが、そういった商業ベース・

雇用ベースでみることも必要であると思われる。

・地場産野菜栽培農家の育成を。

・ブランド化独自性への取組みが徐々に成果を出

しているが、さらなる支援と工夫が必要と思う。

・計画的な推進に期待する。

・特産品については成果を性急に求めず、気長に

進め、継続と研究を推進してほしい。

・新道の駅については旧道の駅のあり方と新道の

栄喜の必要性を検証することが大事。

・道の駅は白馬の窓口なので松糸道路白馬ルー

ト沿いに作るべきで各種の店が並ぶと良いと思う。

・農産物のブランド化は、各地域で行われてきて

おり、その競争に飛び込んでいくことは厳しいので

はないかと思われる。観光地ならではの消費方法

や加工品にし、付加価値を付け観光客向けに販

売する方が効率が良いように思われる。一部農

業生産者ではその傾向がみられるようにも感じら

れ、実績も出ているかと思われる。また、販売拠

点の確保や商品情報の発信など改善すべき点が

多い。

・美しい森林を大切にすべきだ。

・景観に影響する箇所や農地、道路付近から。

・まだしばらく事業が進まないように思う。

・目標値の改善等を含め全てに見直しを考える。

・森林整備の必要性とメリットが明確に打ち出せ

ていないように思われる。道徳的に環境保全を訴

えても効果が低い。景観と森林の重要性は、誰

にとってどのように重要であるのか。

・第２次産業者育成を。

・今後の重要のマーケットであるテレワーク、ワー

ケーション需要の掘り起こしに期待する。→県や

商工会と連携しワーケーション誘致に取り組みま

す。

・空き店舗のマッチングを早急に考えてほしい。

・全体に成果が得られている。空き店舗活用につ

いては状況把握を早期に実施し、そのシステムづ

くりを進めてほしい。

・さらなる推進に期待する。

・新築物件や改装が増え、商工振興が進んでい

るように感じられる。また、村内の創業者が軒並み

増え、他地域ではありえないような現状である。し

かし、創業者が多くなるにつれ、物件不足が深刻

になり多くの創業者が創業が難しい状況である。

物件不足により白馬村ではなく小谷村で創業し

ているケースがある。早急に基盤整備が必要。

地産地消の推進 農政課

農政課里山環境の保全

認定農業者への

支援
農政課

農政課
特産品の生産・販

売強化

生涯学習

スポーツ課・

観光課

地域特性を活かし

たスポーツツーリズ

ムの推進

魅力ある人材の確

保と計画的・効果

的な職員研修

総務課

総務課・

税務課

財政健全化

自立的・効率的で健

全な行財政の村づく

り

行財政改革の推進

産業＿新しい仕

事をつくりだす村

「世界水準」を意識し

た観光の村づくり

競争力と持続可能

性を高める観光地

経営

農地と森を守り地産

を活かす村づくり

優良農地の保全

農産物のブランド化

と特産品の生産・

販売の推進

森林の整備と活用

商工業の振興により

雇用を生みだす村づ

くり

商工振興・創業支

援
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基本目標 大分類 中分類 小分類 主管課 指標

H26

2014

基準

H28

2016

H29

2017

H30

2018

H32

2020

目標

H30内部評価コメント
H30

外部評価
H30外部評価委員コメント

【参考】

H29

外部評価

空き店舗の斡旋と活用件数 - 1 0 5 空き店舗の斡旋等のシステムづくりが課題です。

創業支援者数 3 5 9 10 順調に推移しています。

新しいしごとの創出 総務課 サテライトオフィス企業数 -
総務省や企

業と打合

（6回）

1 1

29年度総務省ふるさとテレワーク事業を活用し、県、民間

企業とコンソーシアムを組み、旧ノルウェーヴィッレジをテレ

ワーク拠点としました。サテライトオフィス・ベース１社（ヤ

フー）、本社企業２社（モンスタークリフ、しくみ）に活用

いただいており、テレワーカー利用者も増えつつあります（30

年４-5月112名）。今後は利用者増を目指します。

民間活力を活かす村

づくり

産官学金労言連

携

大学・企業等との

連携

総務課・

観光課・

健康福祉課・

農政課・教育課

連携協定に基づき進行中の事業 - 2 4 5

【総務課】ヤフー株式会社、SBドライブ株式会社、信州大

学、東京農大と連携協定していますが、村内にスポーツキャ

ンパスのある桜美林大学とも連携事業について協議を始め

ました。信大とは30年度に連携協定を更新し、ユニバーサ

ルツーリズムや公共交通事業等について取組みます。

【農政課】29年度には、桜美林大学に紫米・白馬産の米

や特産物を持っていき学食で使ってもらう目的でアピールを

行いました。大学側も白馬の日と題し、1回学食にて特産

物等を販売してくれました。

3.5 ・内容を村民へもう少し伝えてもらうべきと考える。

・自らの課題を自ら考えてアドバイスを求めて欲し

い。→広報はくばやHP、FBでの情報発信に努め

ています。

・目標値にとらわれず、さらに進めてほしい。

・連携先が増えることは、望ましいが連携の効果

の検証が見えずらい。折角良い箇所と連携できて

も、連携することで満足していては、民間活力を

活かせない。連携する際にも、目的をもって連携

先を探し、連携を行うべきである。

3.8

中学校情報端末活用生徒数（延

べ）
0 48,000 50,607 900

想定値を遙かに上回る実績であるため、より一層の事業充

実を達成できる財政措置を求めます。

3.9 4.1

小学校情報端末活用児童数（延

べ）
0 8,043 8,232 690

想定値を遙かに上回る実績であるため、より一層の事業充

実を達成できる財政措置を求めます。

地域に開かれた学

校づくり
教育課 信州型コミュニティスクール設置校数 0 1 3 3

28年度白馬中学校に設置し、29年5月には両小学校に

も設置した。今後は、各校と地域住民の協働による地域に

開かれた信頼される学校づくりに取り組みます。

安心・安全な学習

環境づくり
教育課 - （耐震化対策等） - - - 学校環境整備事業を計画的に実施します。

地域を担う人材の

育成

総務課

（白馬高支

援）

しろうま學舎塾生数 - 47 55 47 60

30年度は5月現在の数値。29年度から基礎、大学受験

とコース制を導入。生徒の進学目標を明確にして学習意欲

の向上を目指します。30年度全国募集を開始し、初の卒

業生が出る節目の年度です。

限りない向上心を

支える生涯学習

生涯学習

スポーツ課
平均講座受講者数 15 19.6 22.2 22→25

講座内容の充実を図ります。受講者数は増加傾向なの

で、32年度の目標値を上方修正しました。

3.5 3.8

図書館の充実
生涯学習

スポーツ課
図書館来場者数（延べ） 12,800

12,920

→

14,354

13,811

25,000

→

16,000

利用者により使いやすくなるよう、改善を図っていきます。28

年度の実績値修正しました。

（32年度目標値修正理由）当初32年度目標値は、図

書館新設によるものでしたが、建築予定が、34年度に変更

となったため下方修正しました。

人権教育の推進

生涯学習

スポーツ課・

住民課

- - 174 - -
村長部局と教育委員会が連携し、青少年健全育成活動

に参画します。

青少年健全育成

事業の推進

生涯学習

スポーツ課
- 105 90 - 150

青少年育成村民会議と連携し、健全な心を育てる機会を

つくります。実績値は青少年育成村民大会の参加者数で

す。32年度の目標値を設定しました。

文化・芸術の振興
生涯学習

スポーツ課
コンサート等入場者数（延べ） 340 1,191 926

500→

1,000

関係団体と公演内容の充実を図り、入場者は増加傾向で

す。目標値を上方修正しました。

週１日以上スポーツをする人の割合 40% - ー 46% 平成31年度調査実施します。 3.5 4.0

体協・総合型地域スポーツクラブ主催

教室参加者数
4,166 4,203 3,973 4,700

参加者数は横ばい傾向です。増加に向け、体協、総合型

と連携を図ります。

中学生のスポーツ実施率 73.0% - ー 83.0% 平成31年度調査実施します。

小学生のスポーツ実施率 67.8% - ー 77.0% 平成31年度調査実施します。

スポーツ功労賞等受賞者数 22 29 36 25
マウンテンバイクでも受賞者がおり、ウィンタースポーツ以外で

も日本のトップに位置する選手が出始めています。

スポーツ少年団登録者数 362 374 318 410
普及、登録者数増に向けた体験会を行うなど、努力してい

ますが、登録者数は減少しました。

体育協会加盟団体登録者数 1,142 1,184 1,098 1,280
普及、登録者数増に向けた体験会を行うなど、努力してい

ますが、登録者数は減少しました。

白馬村スキークラブ競技登録者数 62 64 64 70
村の文化でもあるスキー競技の発展に向け、スキークラブと

連携し、登録者増加を目指します。

総合型地域スポーツクラブ登録者数 209 304 311 230
安定した運営が行われるよう行政も支援します。登録者数

は増加傾向です。

社会体育施設等利用者数（延べ） 86,935 75,894 71,204 96,000

グラウンドの利用は天候により減少しますが、30年度には、

南部グラウンドを改修し、水はけのよい安全な施設をとし利

用者数増加を目指します。

ウイング21利用者数（延べ） 53,946 62,170 73,974 60,400
利用者数は増加しており、28年度に目標値を上回りまし

た。今後も関係団体と連携し利用者増を図ります。

クロスカントリー競技場利用者数（延

べ）
12,121 14,964 12,203 13,500

雪不足や天候不順により利用者数が減少しました。MTB

での利用促進等更なる増加を図ります。

多様な人々が交

流する機会の創出
総務課 - （4回） （2回） - -

28年度は白馬ファンや外国人住民が集える場の提供とし

て都市圏のイベント4回実施しました。29年度は白馬村と

東京で2回開催しました・

3.2 3.8

村内の若者交流イベント開催回数 - 1 2 1
29年度は雪上運動会とガレット体験会をを開催しました。

（39名）

広域連携による若者交流イベント開催

回数
- 1 2 1

山麓クリパ、映画上映会を開催しました。（約100名参

加）

講演会開催回数 1 0 0 2 30年度は講演会を開催予定です。 2.9 2.9

白馬村役場の女性職員の採用割合 0 0 16.7 30

一般事務職（保育士、保健師等除く）。職員の採用に

あっては、男女問わず、試験及び面接等により判断している

ところです。今後は女性の申込者を増やすため、積極的に

周知していきます。

自然＿魅力ある

自然を守る村

天恵の自然との共

生

自然環境保護

観光課・総務

課・

生涯学習

スポーツ課

環境配慮型トイレへの改修 1 ０→1 1 2

【生涯学習スポーツ課】28年度の実績値修正しました。グ

リーンスポーツキャンプ場に1基導入済ですが、運用について

振興公社と協議が必要です。

【観光課】山岳トイレについては改修時には環境配慮型へ

移行するよう検討します。なお、天狗山荘の復旧を優先し

ますので施行は未定です。

3.0 ・目標数にこだわらず導入を進めてほしい。

・早期の設置に期待する。

・自然環境の保護と産業の発展は同じベクトルを

向きにくい。しかし、白馬村は自然環境の保護と

産業の発展が同じベクトルを向いており、両立す

ることで両者が活性化するようにも思われる。この

分野は重点的に対応をお願いしたい。

3.0

小水力発電量（万Kwh/年） - 108 115 140

【農政課】既存施設については、計画通りの発電が実現で

きています。

新規の発電所設置は農業関連の補助金を得ながらを行う

と売電収入の使用使徒がきわめて限られたものであるため、

補助制度を活用しない方法を模索していく必要がありま

す。

3.5 3.8

ペレットストーブ購入補助件数（累

計）
5 12 15 30 平均4台程度の購入があります。

ペレット販売数量(袋） 689 971 1,085 1,200 住民からの要望に、ほぼ応えられています。

・グランド等の社会体育施設の他市町村並みの

整備を。

・スポーツの村としての白馬に期待する。

・スキーを村民スポーツとして盛り上げてほしい。

・スポーツに参加する人が頭打ちになっている感が

ある。より参加しやすくなるような工夫・支援が必

要。

・スポーツの大功を第一とし、積極的参加をもたら

すよう学校側との協力体制を強化してほしい。

・スポーツに関する団体や民間施設の増加があり

成果が出ているが、団体が多くなった分、施設の

利用に制約がかかることが懸念される。また、村民

の生涯スポーツでの利用以外に学生合宿、各種

スクール事業で利用し、事業を行ってる事業者も

いる。村民の生涯学習を優先すると観光産業等

に影響が出る為、村の収入源の減少につながり

かねない。今後、村民の利用の増加と事業者の

利用の増加に対する設備利用の環境整備が必

要であると思われる。

・村民を含め広く知ってもらい多くの参加を期待す

る。

・年齢限定しない結婚支援対策を。

・目標値にとらわれず様々な企画を増やす努力を

してほしい。

・人のつながり＝イベント＝交流と決めてしまうの

はどうか。日々の交流の場所として村内で利用で

きる施設があると良い。村内で活動を行う団体が

会議を行ったり、学生たちが集団で活用でき、事

業者が商談等で利用できるなど自由度の高い施

設が必要。(既存の施設は利用に制限が多く活

用がしにくい)

・各種会議等の女性委員の半数を義務付ける。

・男女や出身地を問わず良い人材を積極的に採

用してほしい。

・女性活躍の推進に期待する。

・地域の役員や議員数、団体の長等、女性が女

性が活躍できる土壌作りが必要。

・職員の目標が高すぎる。行政で調整し男女共

同参画の場を設定ることは、管理がしやすく実行

し易いが、形だけになりがちである。現在白馬村

で活躍している女性達にもスポットを当ててみては

どうでしょうか。様々な分野で活躍されている女性

がいる。

・遊びとして小水力発電、水車などを各集落に作

る。

・小水力発電は、山岳地域ならではのもの。補助

にたよらず積極的に進める努力をしてほしい。

・自然エネルギーの利活用に関しては、経済・環

境等にどのような影響があるのか。自然エネルギー

の活用が大切なことはわかりるが利用することに大

きなコストが掛かるようでは、まわりまわって環境に

負荷をかけ、効率が悪い可能性もあるように思わ

れる。自然エネルギーとクリーンエネルギーのどちら

が優先的に活用すべきものか。

・第２次産業者育成を。

・今後の重要のマーケットであるテレワーク、ワー

ケーション需要の掘り起こしに期待する。→県や

商工会と連携しワーケーション誘致に取り組みま

す。

・空き店舗のマッチングを早急に考えてほしい。

・全体に成果が得られている。空き店舗活用につ

いては状況把握を早期に実施し、そのシステムづ

くりを進めてほしい。

・さらなる推進に期待する。

・新築物件や改装が増え、商工振興が進んでい

るように感じられる。また、村内の創業者が軒並み

増え、他地域ではありえないような現状である。し

かし、創業者が多くなるにつれ、物件不足が深刻

になり多くの創業者が創業が難しい状況である。

物件不足により白馬村ではなく小谷村で創業し

ているケースがある。早急に基盤整備が必要。

・コミュニティスクールが先生方のお手伝いのみにな

らないよう、村民の声を吸い上げることを期待す

る。

・少子化社会に対応する小学校統合議論を。

・小学校低学年から村内の地名、集落、場所を

教えてほしい。

・学習支援は上手くいっている。地域で子どもたち

を育てる環境づくりに努めてほしい。

・端末利用に関しては予想以上である点に関し

て、成果の他に認識のずれがあるように思われる

為、早急にこのずれを解消しなければならないと

思う。白馬村だからできる教育に関して、観光産

業は外せないものである。こういった素晴らしい特

色を教育に反映してほしい。

・社会教育の充実議論と図書館整備の方向性

を考えてほしい。

・新しい図書館を早く作ってほしい。

・新図書館建設に向かって図書館への関心を多

くの村民に広める努力が必要。

・さらなる推進に期待する。

・定義が分からないため評価が行いにくい。自己

実現を目指すのであれば、コンテンツの多い都心

部で生活する方が効率が良い。差別化を図り白

馬ならではの生涯教育に特化すべきであると考え

る。

農政課・観光

課・総務課

クリーンエネルギー・

自然エネルギーの

利活用

自然エネルギーの利

活用

かけがえのない山岳

自然環境を守る村づ

くり

一人ひとりに活躍の

場がある村づくり

総務課
若者交流・結婚支

援

人のつながりによる

活力の創出

男女共同参画社

会の推進

総務課女性活躍の推進

生涯学習

スポーツ課

スポーツ競技者の

競技力向上

スポーツ施設の整

備及び充実

生涯学習

スポーツ課

生涯学習

スポーツ課

子どもが日常的に

楽しくスポーツに取

り組むことができる

生涯学習

スポーツ課

スポーツによる健康

増進

スポーツによる健康

づくりと活力の創造

生涯にわたりスポーツ

に親しむ村づくり

創業支援と空き店

舗活用支援、後

継者支援

観光課

「自ら学び、自ら考

える力」と「生きる

力」の育成

教育課

商工業の振興により

雇用を生みだす村づ

くり

商工振興・創業支

援

ひと＿一人ひとり

が成長し活躍で

きる村

学びあい育てあう村づ

くり

次代を担う子どもた

ちの学習支援

自己実現を目指す

生涯学習と青少年

育成
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基本目標 大分類 中分類 小分類 主管課 指標

H26

2014

基準

H28

2016

H29

2017

H30

2018

H32

2020

目標

H30内部評価コメント
H30

外部評価
H30外部評価委員コメント

【参考】

H29

外部評価

低公害公用車両数 4 4 6 公用車入れ替えの際は低公害車購入を検討します。

先人が築いた有

形・無形文化継承

生涯学習

スポーツ課

歴史民俗資料館や復元古民家で文

化財に係る活動を行った回数
- - ８回 - 10回

文化の継承を図ります。指標設定し、32年度の目標値を

設定しました。

3.1 3.0

週1～2回スキーをする小学生の割合 29.0% - ー 33.0% 31年度調査実施します。

週1～2回スキーをする中学生の割合 20.8% - ー 24.0% 31年度調査実施します。

週1～2回スキーをする成人の割合 8.7% - ー 10.0% 31年度調査実施します。

体協スキー教室参加者数 81 83 79 90 関係機関と連携を図り、参加者の増加に努めます。

世界水準の観光

地に相応しい開発

基準

総務課 - （8回）
基準改定

作業

新基準

適用
-

28年度環境審議会（8回開催）答申をもとに29年度は

大規模開発基準改定準備を行い、30年度より新基準適

用しました。

3.4 3.8

美しい風景を守る

ための景観形成
総務課 - （4回） （3回）

景観計

画策定

開始

景観行政

団体移行

32年度の景観行政団体移行を目指し、28年度は村内

状況の確認を実施し、29年度は関係団体と勉強会を実

施しました。30-31年度にかけ景観計画を策定します。

空き家・廃屋対策 総務課 - （35件） （26件） -

自己の財産は自己で管理するということを基本に地区と連

携し、景観保持等に努めます。28年度は空き家調査実施

し、35件確認されました。29年度は自己除却や所有者変

更がありました。

不法投棄・野外焼

却の防止
住民課 - （週1回）（週1回） - -

マナー条例施行に伴い、村内4箇所にごみのポイ捨て禁止

看板を設置したほか、引き続き不法投棄監視員による巡

回を行っています。（週1回）

野外焼却の禁止については、特に外国人住民向けに英文

チラシを作成し、配布しています。

ごみ収集・運搬体

制の強化
住民課 地区集積場箇所数 52 57 67 57

H29は、これまで未設置だったみそら野区を中心に、小規

模ステーション方式によるごみ収集体制の整備を図りまし

た。今後も引き続き拡充に努めます。（数値は小規模ス

テーションを含む。）

3.2 3.4

生ごみ処理機利用世帯数 150 190 207 300

生ごみ処理機導入100世帯で、ごみ総量の１％の削減を

見込みます。導入世帯数はH28実績で17件増。引き導

入推進の周知・PRを行っていきます。

焼却ごみの量（t/年） 3,000 3,106 2,898 2,900

29年度から清掃センターへの直接搬入ごみを指定袋方式

に変更。これにより可燃ごみ量が大幅に減少し、ひとまず目

標数値を達成しました。引き続き生ごみの減量化等に努め

ます。
北ア広域連合との

連携によるリサイク

ルセンターの活用と

リサイクル率の向上

住民課 リサイクル率 22% 22% - 30%

民間事業所での資源物の収集が進んだことから、数値上

はほぼ横ばいで推移。前年度数値確定は12月となりま

す。（リサイクル率は行政収集したもののみが数値に反映さ

れるため。）

上水道の安定供

給
上下水道課

29年度に水道施設更新計画を策定す

る
- （随時） 100% - -

29年度において更新計画を策定しました。

30年度では、向う10年間について策定した更新計画に基

づき、水道施設の「何」を「どれだけ」、「いつまでに」更新す

るのか、年度毎の実施計画を策定します。水道事業ビジョ

ンの実施計画（案）と計画が乖離する場合は、事業計画

(案)を修正し公表します。

3.5 3.7

水質保全 上下水道課
水質保全の啓発、定期的な美化清

掃、自然林の保全
-

（６月の

第１週）

（毎週月

曜日）

（随時）

(随時） - -

29年度も例年と同様に

　　・上下水道課では、水道週間での啓発運動の実施

　　・住民課では不法投棄パトロールの定期実施

　　・農政課では伐採届の受理

を実施しました。

30年度も啓発・美化活動・保全につとめます。

浄化センター長寿

命化
上下水道課

機械・電気設備の更新

（事業費予定総額に対する決算額の

累計率）

（H26年度：実施計画の策定、H27

～30年度：更新の実施）

29% 38% 53% 100%

　施設の長寿命化のための機器等の更新は、今後も継続

する必要があります。なお、現在の長寿命化計画に基づく

更新事業は、国の施策変更により30年度で終了（白馬

村は特例で31年度まで延伸）し、新たにストックマネジメン

ト計画(5年計画)を策定しなければ国からの交付金が受け

られなくなることから、近々で計画策定が必要となります。

　本年５月に開催された下水道担当部課長会議におい

て、財務省が所管する財政制度等審議会の財政制度分

科会において、「下水道施設の改築・更新費用については

受益者負担が原則であり、国費は未普及の解消、雨水対

策に重点配分すべき」との議論がなされている旨の説明が

ありました。下水道施設の改築・更新には、多額の費用を

要し、当村の財政面からしても、国の補助は必要不可欠な

ため、長野県・他市町村と協同しながら、改築更新費用に

ついても国費の重点配分の対象とするよう国に働きかけてい

きます。

公営企業会計導

入
上下水道課

H31.4～の地方公営企業法の適用に向け、

3年計画で移行のための調査を実施（全体

事業に対する各年度の事業内容率）

H28：基本計画の策定

H29：固定資産調査＋評価

H30：移行に向けたシステム検討、例規の

改廃

- 30% 35% 35%

地方公営

企業会計

に移行済

　下水道事業の地方公営企業法の適用は、国は人口３

万人以上の事業体を対象としていますが、実際には31年

度までを集中取組期間として移行に要する経費について起

債発行を認めるなど、全事業団体に対し移行を求めている

のが現状です。

効率的なし尿処理

方法の確立
住民課 - （随時打合） （随時打合） - -

生し尿・浄化槽汚泥の公共下水道施設での受入れを検

討します。また、公共下水道施設での受入れは、受入予定

地区の合意が大前提となることから、H30においては地元と

の協議を進展させます。

3.3 3.4

・遊びとして小水力発電、水車などを各集落に作

る。

・小水力発電は、山岳地域ならではのもの。補助

にたよらず積極的に進める努力をしてほしい。

・自然エネルギーの利活用に関しては、経済・環

境等にどのような影響があるのか。自然エネルギー

の活用が大切なことはわかりるが利用することに大

きなコストが掛かるようでは、まわりまわって環境に

負荷をかけ、効率が悪い可能性もあるように思わ

れる。自然エネルギーとクリーンエネルギーのどちら

が優先的に活用すべきものか。

・村民が年代を問わず白馬の自然を楽しむ事が

次に繫がる。

・スキーをする村民が少ない。スキーの日を制定し

たらどうか。

・歴史民俗資料館や古民家、青鬼集落の積極

的活用を考えてほしい。

・村民へリフト券補助など具体策も必要。定住促

進にも繋がる。

・データ化と小中学生のスキー実習強化を期待す

る。

・当村は移住者が多く歴史文化に関する村民の

理解は得られるのか。一方的に、各施策を実施

し、参加者を募るようにすると住みにくい村になって

しまう可能性がある。文化の承継は大切なもので

あるが、村の特性を考えると過度な政策は村に

とって損失を与えるものになると考える。

・不法行為に対する行政の毅然とした対応が必

要。

・各集落で景観の勉強会を開催したらどうか。基

礎知識が大切。

・新基準の内容が知りたい。それを守らせるシステ

ムづくりが重要。→広報で毎回お知らせしていま

す。

・引続き努力を行って欲しい。一朝一夕に行かな

い分野である。多くの観光地にみられる傾向とし

て、観光客の増加が景観破壊につながるが、観

光客の増加が無ければ、村は衰退する。現段階

の水準を維持していては、対応が間に合わなくな

る。

・ゴミに対する村民意識の向上が大切。

・村民の周知の徹底、監視員等の必要性を考え

る。

・個々の家庭での努力は大切であるが、規模で

考えれば事業所が出すゴミに関しての対応が重

要であり、効果が大きい。引き継き家庭での対応

を強化して頂くとともに、事業者に対する対応も

検討願いたい。

・きれいなおいしい水を気軽に飲める場所があれ

ばよい。大出、新田、駅前等。

・生活の質に関わる大切なことのひとつ。今後も

期待する。

・白馬の水質アピールのためのにも二股浄水場用

地を活用して水の販売を行い、上下水道施設の

更新の資金確保を。

・簡単に成果が得られないが、着実に進めてほし

い。

・更なる支援に期待する。

生涯学習

スポーツ課

登山・スキーの歴

史・文化の継承

住民課
ごみの削減と分別

の徹底

農政課・観光

課・総務課

クリーンエネルギー・

自然エネルギーの

利活用

自然エネルギーの利

活用

かけがえのない山岳

自然環境を守る村づ

くり

自然環境に調和し

たまちづくりの推進

きれいな水と空気に

囲まれる村づくり

ごみ処理広域化へ

の対応とごみ減量

化

きれいで安心・安全

な水環境

自然との生き方を受

け継ぐ村づくり

守るべきふるさとの

歴史と文化の継承

美しい景観を守り育

む村づくり
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H29

外部評価

■ 地域の資源と人を活かした「しごと」を創出する 新規正規雇用者数 観光課 30 30 30 50
高校生に対する就職相談会

を実施します。

2.9 ・積極的に開催し、回数を増やすよう考える

こと。

・就職相談会の実施はもとより、雇用を生み

出せる企業を育成する、産業を強化する方

向を検討すべきでは。受け皿がなければ、企

業側へいくら働きかけても意味がない。受け

皿が多くなれば魅力が増し、相談会の質も

必然的に向上すると思う。

2.9

白馬産農産物ブランド化 白馬産米ブランド化（取組み農家数） 農政課 － 5 7 9 10

白馬村独自の基準により作

付を指導し、29年度は2農

家が新たに取り組みました。

3.2 3.3

紫米の消費量（t） 農政課 6 7 7 8

ほぼ前年と同消費量でした。

また、白馬村振興公社では

紫米を使用した新たな商品

（土産品）を作成し、販売

しています。

特産農産物の振興（栽培面積）（ha） 農政課 7 7 8 10
徐々にではあるが面積が増え

ています。

新たな創業支援と空き店舗の活用支援 空き店舗の斡旋と活用件数 観光課 0 1 0 5
空き店舗の斡旋等のシステム

づくりが課題です。

3.2 3.3

店舗後継者数 観光課 0 0 0 3
商工会等と連携が必要で

す。

新規創業者数 観光課 3 5 9 10 順調に推移しています。

クリーンエネルギー・自然エネルギーの利活用 ペレットストーブ購入補助件数（累計） 農政課 5 12 15 30
平均4台程度の購入がありま

す。

3.7 4.1

ペレット販売袋数 農政課 689 971 1,085 1,000
住民からの要望に、ほぼ応え

られています。

小水力発電量（万KWh） 農政課 － 108 115 100
ほぼ計画通りの発電が実現

できています。

グリーンシーズンの観光振興 観光客数（4～11月）（万人） 観光課 113 100 117 120
新たにグランピングの取組みを

支援します。

3.1 ・グリーンシーズンの観光の取組み成果が

徐々に出てきている。さらなる努力を。

・村、観光局の連携の強化に期待する。

・グリーンシーズンの観光振興は民間の企業

の協力が無ければ難しい。既存のイベントだ

けでは集客が落ち込む一方であり、一過性

のものである。現在、民間の企業が様々な

取り組みを行っており、そのスピードも格段に

速い。観光が客商売である点からも民間企

業の様なスピード感が求められるように感じ

る。

2.0

道の駅の建設と地域経済循環システムの構築 道の駅売品収入額（百万円） 観光課 249 230 219 300

減少傾向です。新駅の計画

に進展があれば方針に合わせ

対策を検討します。

2.4 ・白馬ならではの魅力に欠けるのでひと工夫

ほしいです。

・何を売るかの取組みがまず先。

・魅力ある場所を商品開発や販売方法の工

夫が必要。

・道の駅の場所を考え大規模化に期待す

る。

・自己満足の開発にならないように注意が必

要。観光客がきて、収益が上がる仕組みを

第一に考え、検討をして頂きたい。

2.6

観光業の体力強化に向けた計画の推進 観光客数（万人） 観光課 224 209 218 250

日本人の減少をインバウンド

でカバーする傾向が続いてい

ます。

3.0 2.9

外国人観光客延宿泊数 観光課 77,724 100,310 計算中 100,000

目標指標より増加は確実。

７割以上がエージェントを通

さない独自手配です。

看護師と介護職員等の安定雇用 新規就業者（看護師） 健康福祉課 0 - - - 2

看護師の確保には、どの機関

も苦慮している状況が続いて

います。各事業所と連携を図

りながら、専門職の確保に努

めます。

2.4 2.4

新規就業者（介護職員） 健康福祉課 0 - - - 4

介護人材不足は、慢性的な

状況ですが、生活支援などを

担う人材養成講座を、広域

連合、大北5市町村合同で

開催しました。

・移住施策と連携することも必要。

・目標に向けて努力をお願いしたい。

基本目標

・農産物の多様性を推進すことを期待する。

・一朝一夕にはいきませんが、ブランド化はど

の地域でも行っている事業。徐々に進展する

ペースでは取り残されるように感じる。

・空き店舗情報の積極的な広報を。

・新規創業者が増加しているのは良い方

向。

・行政、村民、そして商工会連携は必要。

・村内の空き店舗が急激に減少しており、起

業をされる方が多く驚いている。しかしなが

ら、創業希望者の割に創業数が少ない。物

件が見つからないなどの問題点が原因。至急

基盤整備を行い創業者数を向上させ、空き

店舗のさらなる活用と村内観光事業の活性

化が必要。
・小水量発電を進めてほしい。

・小水力発電の拡大を進めてほしい。

・積極的な推進に期待する。

・クリーンエネルギー・自然エネルギーの利活

用に関する露出が少ないように感じる。もっと

広報を行うべき。特に水道光熱費の係る事

業者に利用を促進し、事業者も環境に配慮

した店であると宣伝してみてはどうか。

・外国人が訪れやすい環境づくりと共に日本

人への工夫も必要。

・宿との連携、差別のない平等な客の配分を

考慮する。

・国策であるインバウンド需要の取り組みの

推進を維持し、国内旅行にも観光戦略を期

待したい。今後、３０～40歳世代が白馬に

訪れるには、どのような観光地であるべきかを

検討いただきたい。また、どのような客層を主

軸に置くのかも見えにくい。
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基本目標

■ 白馬への新しい「ひと」の流れをつくる 人口の社会増数 総務課 111 57 170 111

前年と比較して、転入者数が

増え転出者数が減っていま

す。定住のための施策も研究

します。

3.0 ・人口減少社会への厳しい人口目標値の設

定を。

・景観を活かし、住みやすい村づくりが必要。

・転入者のゴミ問題を重点に置き、住みやす

い村づくりをすることに期待する。

・望んでいる転入者はいったいどのような者な

のか。定住や移住の施策が他の市町村に比

べ弱い。

2.1

魅力ある白馬への移住・定住支援 移住者数 総務課 － 66 15 20

窓口アンケートにより捕捉。

30代以下が5割を占め、ほぼ

全員がIターンとなっています。

白馬村の暮らしの魅力を伝え

るツールを制作し、情報発信

に努めます。

3.5 3.4

地域おこし協力隊員数 総務課 3 5 7 10

地区課題解決ため増員を図

りたいが、勤務場所等の研究

が必要です。（特別交付税

対象400万円）

サテライトオフィスの設置企業数 総務課 － 0 1 1
国のテレワーク事業を取り入

れ事業展開しました。

移住定住フェアの開催回数 総務課 0 1 2 2
広域や県と連携し都市部の

イベントに参加します。

地域高校である白馬高校の魅力化 他県からの入学者数
総務課

（白馬高校支援）
0 13 18 15 15

28年度全国募集を開始。

29、30年度は地元から入学

者が減少しましたが、全国及

び県内他地区生徒が増加し

ましました。白馬村というネー

ムバリューにより興味をもつ生

徒、保護者は多いです。

3.6 ・地元の子が地元高校に入る事が大事。

・他県からの反応はおおむね良いと思われる

が、それに従って地元の子どもが増えることが

望ましい。

・地元（白馬・小谷）の生徒数の増加に力

を入れること。

・白馬村というネームバリューは、子供の世代

より親御さん世代かと思う。生徒が興味を持

つにはもう少し、違った目線からPRすべきかと

思う。

3.9

外国人の児童・生徒に対応した教育環境の整備 外国人住民登録者数 教育課 177 245 445 240

目標は達成していますが、支

援員の配置など具体的な施

策は実行していません。

3.5 ・登録者数が増えていることは望ましいが、彼

らにどのようなサービスができるかが重要。

・教育環境の整備が外国人児童以外の児

童にも良い影響が出るよう整備を願う。

3.6

都市部からの児童・生徒の受け入れ

受入留学生数

→小中学校転入児童生徒数（KPI変

更）

教育課 0 8 13 10

KPIを、「受入留学生数」から

「小中学校転入児童生徒

数」に変更しました。子育て

環境を理由とした移住による

転入児童生徒が増加するこ

とが本来の狙いです。

2.8 ・具体的なメリットを説明できる体制を。

・若い世代の移住策が必要。

・積極的な受け入れに期待する。

・もう少し具体的な制作を検討して頂きた

い。

2.0

■ 若い世代の結婚・出産・子育ての「きぼう」をかなえる 年間出生数（累計） 健康福祉課 63 43 46 350

出生率は前年度比で微増し

ていますが、低下傾向といえ

ます。要因の分析とともに、定

住促進・子育て支援等分野

との連携を図り、出生率の向

上を図ります。

2.5 ・目標の350が理解でない。→累計です。

・目標値は大きすぎるかも。若い世代の移住

策が必要。

・出産に対する村の支援強化と子ども手当

等の見直しで出産数を増やすことに力を入れ

ること。

・自然保育など多様な子育て受入や金銭的

な子育て支援に期待する。

・定住が促進されれば、次の段階として結婚

支援があると良いが、結婚ができる環境が白

馬村で可能なのかも検証する必要がある。

住居や所得の面で稼げる地域への移住が進

めば意味がない。出産できる環境が不十

分。

2.5

安心・安全な妊娠・出産への支援 合計特殊出生率 健康福祉課 1.19 0.87 0.91 1.30

出生率は低下傾向にありま

す。要因の分析とともに、定

住促進・子育て支援等分野

との連携を図り、出生率の向

上を図ります。

3.1 3.4

妊婦基本健診受診率 健康福祉課 97.1% 97.5% 100.0% 100% 全員の利用が図れています。

新生児訪問実施割合 健康福祉課 74.6% 93.1% 86.7% 100%

出産後1か月以内の訪問を

目標に実施。里帰り出産者

は里帰り先市町村へ依頼又

は帰宅後の訪問を実施しま

す。外国人等白馬に居住し

ていない方もいます。

子育てへの安心サポート 休日保育の利用者数 子育て支援課 213 259 234 270

出生数の減少により利用者

数も減少する可能性がありま

すが、観光関連事業に携わ

る方が多い本村では、継続す

る必要が有ると考えます。

3.5 4.0

・村で育った人が外へいってしまう現実がある

中で、あらためて住みたい村をつくることの大

切さを思います。

・官民協力した移住者対策事業の展開を。

・観光優先から住みやすい村づくりへ。

・移住者を受け入れるための専用部署の設

置や相談窓口の設置など、具体的な移住

推進策が必要。

・若者が生活できる環境づくりに力を入れるこ

と。

・移住が増えているのは、喜ばしい事だが、移

住者が定着できるかが重要であるため、今後

の活躍に期待したい。移住者の方はどのよう

な仕事に従事しているかを分析し、今後の白

馬村の担い手の分析を行うべき。

・各家庭への訪問支援相談活動の充実を。

・すぐに結果が出るものではないので安心して

子どもを出産できるイメージをつくっていくことが

重要。

・更なる努力に期待。支援の充実はもとより

その前段階の婚活支援等が成果の向上に

つながると考える。また、妊婦の方が気軽に

相談できる窓口の設置なども支援として実行

してほしい。

・自らが積極的になることを指導し、出会いの

場を多くする様期待したい。

・小１の壁に対する不安を抱える世帯も多

く、休日保育や児童クラブで受け入れ出来る

ことを周知していく必要がある。
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放課後児童クラブの利用者数 子育て支援課 351 464 432 470

共働き世帯が多い本村にお

いて、必要な事業であると考

えます。利用促進に向けた周

知活動を継続して行います。

子育て支援センター個別相談件数 子育て支援課 44 52 46 60

子育て世代包括支援セン

ターの開設に伴い、相談しや

すい環境づくりに努めます。ま

た、子育て世帯の抱えてい

る、課題に対応できるように、

相談スタッフは研修等に積極

的に参加します。

婚活サポート事業 婚姻数（累計） 総務課 41 61 113 270

若者交流事業がきっかけとな

るよう、出会いの場を創出し

ていくとともに、個別のマッチン

グについても他の機関とともに

検討を進めます。

2.9 ・目標数値を達成する事業内容は→出会い

の場の提供として、広域イベントや商工会事

業への協力を行っています。

・若い世代の移住策・定住策を進め、出会

いの機会および婚姻数増加に向けて工夫が

必要。

・行政単独ではなく、村全体で支援する仕

組みの構築が大切。

2.9

ICTを活用した教育の推進 中学校タブレット活用授業（延べ人数） 教育課 0 48,000 46,480 900

想定値を遙かに上回る実績

であるため、より一層の事業

充実を達成できる財政措置

を求めます。

3.5 3.9

小学校タブレット活用授業（延べ人数） 教育課 0 0 1,858 690

両小学校では、PC教室のリ

プレースに伴い、２学期からタ

ブレットを活用しています。今

後、児童1人に1台の配備が

必要かどうか検証します。

■ 将来にわたって住み続けたい魅力ある「まち」をつくる 新築住宅戸数（累計） 税務課 28 94 56 150

実績値は1～12月の数値に

なります。年により変動ありま

す。

3.6 ・移住者対策を具体的に進める必要があ

る。

・増加することを期待する。

・現状の持続と更なる支援を期待します。

4.1

地域包括ケアシステムの構築 介護予防取組グループ数 健康福祉課 19 19 22 24
新規に介護予防活動を行う

団体が３団体増加しました。

3.1 3.0

災害時支え合いマップ作成地区 健康福祉課 17 17 19 30

作成に関する講習会の継続

開催と並行して、人口減少や

少子高齢化に対応した支援

のしくみやあり方について研究

を進める必要があります。

健康づくり支援 特定健診受診率 健康福祉課 47.1% 53.5% 55.4% 60.0%

28年度の確定値数は

53.5％。年々増加していま

すが、目標には達成していま

せん。

3.5 3.4

特定保健指導率 健康福祉課 73.3% 66.7% 未確定 75.0%

27年度の確定値数は

66.7％。Ｈ28は未確定で

す。目標達成を目指します。

食育ボランティア登録者数 健康福祉課 20 27 29 30

徐々に登録者は増加してい

ます。第2期食育計画に基づ

き登録者の増加を目指しま

す。

小集落への集落支援員の配置 集落支援員数 総務課 0 0 2 3 2

小規模地区から、普請補

助、事務補助等、非常に助

かったとの意見あり、30年度

は1名増員しました。

3.3 ・中規模集落にも普請等の支援を期待した

い。

・支援員は目標に縛られず増やしていく必要

がある。

・行政指導の徹底に期待する。

2.9

安心な生活を守る買い物支援

支援車両の運行台数→

買い物を目的としたデマンド型乗合タクシー

の乗客数

健康福祉課 857 954 908 1,000

指標、目標値が現状に合わ

ないため変更しました。デマン

ド型乗合タクシーを利用して

行く先は、医療機関が最も多

く、村内大型商業施設が次

いでいます。高齢者の買い物

支援という点でデマンド型乗

合タクシーの利用を促進しま

す。

2.5 ・利用者目線の支援であってほしい。使える

時間や曜日が限られており、本当の希望とは

違うのでは。

・実施中の検討会議の推移を見守りたい。

・利用者のニーズを的確に把握し、より利用

しやすくする努力が必要。

・巡回販売車の活用を期待する。

1.8

汎用防災アプリケーションシステム構築による防災

対策
アプリダウンロード数（累計） 総務課 0 0

アンケー

ト調査・

方針決

定

構築 3,000

現在の防災行政無線の更新

と併せて、今後の最適な導入

方式につて現在検討中。次

期防災情報配信システムに

おいては、災害発生時や緊

急時に防災情報を迅速・確

実に伝達するとともに、暮らし

に役立つ地域情報を発信で

きる基盤を構築したいと考え

ます。

2.6 ・早急な対応を望みたい。

・完成後は、その周知を徹底することが大

切。

2.4

図書館建設による情報発信と広域連携 図書館来場者数 生涯学習スポーツ課 12,800 12,920 13,811

25,000

→

16,000

利用者により使いやすくなるよ

う、改善を図っていきます。

（32年度目標値修正理

由）当初32年度目標値

は、図書館新設によるもので

したが、建築予定が、34年

度に変更となったため下方修

正しました。

2.8 ・小学校統合も視野に南小の社会教育ス

テーション化を期待。

・図書館に関心を持つように働きかけをしてい

くことが新図書館に向けても重要。

・図書館建設にあたり、よりよいものにするよう

検討を重ねること。

3.0

・支え合いマップは地域が所有する情報では

無理。

・徐々に成果が表れている。引き続き努力し

てほしい。

・さらなる支援に期待する。

少しづづ成果は出はじめている。さらなる働き

かけを期待する。

・さらなる支援に期待する。

・健康づくり支援に民間の企業を起用してみ

てはいかがか。設備や指導者が充実している

施設も増えてきています。

・自らが積極的になることを指導し、出会いの

場を多くする様期待したい。

・小１の壁に対する不安を抱える世帯も多

く、休日保育や児童クラブで受け入れ出来る

ことを周知していく必要がある。

・さらに研究してほしい。

・想定値を遥かに上回ることは、想定があま

かったということではないか。見直しを行うべき

です。
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H29
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基本目標

ごみ処理の広域化とごみの減量化 焼却ごみの削減（t） 住民課 3,135 3,106 2,898 2,900

H29から清掃センターへの直

接搬入ごみを指定袋方式に

変更。これにより可燃ごみ量

が大幅に減少し、ひとまず目

標数値を達成しました。引き

続き生ごみの減量化等に努

めます。

3.2 2.7

リサイクル率 住民課 21% 22% - 30%

民間事業所での資源物の収

集が進んだことから、数値上

はほぼ横ばいで推移。前年

度数値確定は12月となりま

す。（リサイクル率は行政収

集したもののみが数値に反映

されるため。）

新たな広域連携による地域力の向上と経済・生活

圏の形成
新たな広域連携で取り組む事業分野 総務課 0 4 7 10 8→10

大北市町村で連携して実施

する市町村の広域連携推進

事業として取り組んでいます。

28年度実績値修正しまし

た。32年度目標値上方修

正しました。

3.7 ・共通業務の協同連携事務体制の推進

を。

・大北地域で協力し合う事業が増えているの

は良い傾向。枠を少しでも多く取り払い、ひと

つの生活圏として連携していくことが重要。さ

らなる増加に期待したい。

・点より面で攻める方が大切。今後は連携が

必須。広域のDMOの推進をお願いする。

4.1

3.1 3.0

・リサイクルすることによって村及び村民が得ら

れるメリットを具体的に明示することが必要。

・ゴミの削減が徐々に進んでいることは良い傾

向。引き続き周知を図ってほしい。

・村民の啓発連携、外国人への徹底的指

導をすること。
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課名 中分類 各課コメント

住民参画と協働
小規模集落を中心とした集落支援員について、効果的との意見ありました。各地
区より増員を望む意見が多ければ来年度に向け検討します。

防災・減災の強化

防災・災害情報の伝達に係る対応については、住民の皆様がお持ちのスマート
フォンや専用の戸別受信機、及び屋外拡声機といった様々な端末に対して、行政
から防災・地域情報を一斉に配信できる情報伝達ツールの導入検討を進めてお
り、平成31年度末の構築を目指しております。
・防災訓練については、平成30年度から外国人を対象にした多言語防災訓練の
実施を予定しており、引き続き住民の防災・減災意識の向上に取り組んでまいり
ます。

情報通信技術の活用
今後、国の施策により個人番号カード保険証利用等も想定されることから、窓口
における周知や情報提供を行います。

ごみ処理広域化への対応とご
み減量化

各行政区、アパート、学校等を通じ、定期的な学習会の開催や分別徹底の依頼
を継続します。

健康福祉課 高齢者福祉
高齢者福祉計画（平成30年３月）において、高齢者の生活を支えるサービスの実
施、日常生活を支援する体制の整備という項で達成目標を定め、必要な施策に
取り組んでいます。

税務課 行財政改革の推進 地方税法等に基づき今後も公平課税、徴収率の向上を目指します。

建設課 日常の住みよさの確保
松本糸魚川連絡道路の早期ルート決定や国県道の歩道設置、線形改良につい
て、要望しています。姫川沿いの自転車道整備について関連機関と連携して整
備を進めています。

農産物のブランド化と特産品
の生産・販売の推進

コメの品質向上に関しては徐々に取り組みが進んでおり、今後も地道に推進して
いきます。また、野菜栽培については安定的な生産をしていくには、気候の関係
もあるため露地栽培では難しく、農業法人及び認定農業者を核とした取り組みが
必要でなので、呼びかけや支援を推進します。

森林の整備と活用

村は県の森林税を活用した里山整備を継続しており、農地や民家に比較的近い
ところを緩衝帯整備しています。森林組合問題もあり受け手が不足している中、
平成29年度までの実績は12ha程度で平成30年度は8ha程度を予定しています。
前期目標の残り2年間で目標値60haは困難な状況です。ここ数年の状況から、年
間5～10ha程度が限界なので目標値を60ｈａから40haに下方修正します。

観光課
競争力と持続可能性を高める
観光地経営

現在進行中の観光地経営会議では、いままで手薄であったお客様からのアン
ケート等行う中で、少しづつではありますが白馬に求められているもの、足りない
もの等が見えてまいりました。既存の手法にとらわれることなく次の時代の観光
地たる白馬村の観光施策を推進してまいりたいと考えます。

上下水道課 きれいで安心・安全な水環境

　今後も目標を達成できるよう事業を推進します。
　なお、水販売のご提案につきましては、先行して販売している商品が存在し、ま
た村内にも水を商材としている企業があり、先般大町市への大手飲料メーカーの
進出がある中で、生き残ることができる商品ができるか研究してみます。

教育課
次代を担う子どもたちの学習
支援

タブレットを中心としたＩＣＴ機器を活用し、子どもたちが国際社会に生き、社会の
変化に主体的に対応していくために、自ら学び自ら考える力を育成し、基礎学力
の定着と向上を図ります。

子育て支援課 子育て支援
今後も子どもを安心して産み育てられる環境を整備するとともに、地域における
子育て・子どもの育ちの支援の輪を広げていきます。

生涯学習スポーツ課
生涯にわたりスポーツに親し
む村づくり

身近な生活の場にスポーツを取り入れ、一人ひとりのライフスタイルや年齢、体
力、運動技能、興味等に応じて、生涯にわたりいろいろな形でスポーツに関わり、
生涯を通じて、いつでも、どこでも、誰でもスポーツに親しむことを目指します。

農政課

総務課

住民課

平成30年度白馬村第5次総合計画・総合戦略評価外部評価に対する各課コメント



資料5

所属 氏名 備考

1 白馬村民生児童委員 志水あゆ美

2 白馬商工会長　 杉山　茂実

3 白馬村体育協会会長 山岸　  忠 会長

4 区長会会長 宮田　守男

5 まちづくり白馬友の会会長 松澤　悳也

6 白馬村シニアクラブ会長 下川　辰男

7 大北農協白馬支所長 田中　浩文

8 白馬村索道事業者協議会会長 太田　達彦

9 白馬村ボランティア連絡協議会会長 伊藤　静江

10 観光地経営計画委員 ケビン　モラード

11 公募委員(山麓区長） 藤田　直子

12 公募委員（図書館施設検討委員会委員長） 冨山　正明 副会長

事務局 氏名 備考

1 総務課長 吉田　久夫

2 総務課　企画調整係長 田中　洋介

3 総務課　主査 渡邉　宏太

4 総務課　主事 鷲澤　友也

白馬村総合計画等評価委員


